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天
皇
の
勅
願
寺
と
し
て
、

桜
の
名
所
と
し
て

櫻
堂
薬
師
は
、
弘
仁
３
年

櫻
堂
薬
師
は
、
弘
仁
３
年

（
８
１
２
）慈
覚
大
師（
円
仁
）の
弟

（
８
１
２
）慈
覚
大
師（
円
仁
）の
弟

子
で
あ
っ
た

子
で
あ
っ
た｢｢

三
諦
上
人

三
諦
上
人｣｣

が
こ
の

が
こ
の

地
を
訪
れ
、
現
地
の
霊
桜
で
薬
師

地
を
訪
れ
、
現
地
の
霊
桜
で
薬
師

如
来
を
刻
ん
で
本
尊
と
し
、
瑞
桜

如
来
を
刻
ん
で
本
尊
と
し
、
瑞
桜

山
法
妙
寺
と
し
て
創
建
し
た
と
伝

山
法
妙
寺
と
し
て
創
建
し
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
三
諦
上
人
が

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
三
諦
上
人
が

嵯
峨
天
皇
の
病
気
平
癒
に
功
績
が

嵯
峨
天
皇
の
病
気
平
癒
に
功
績
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
天
皇
の
勅
願
寺

あ
っ
た
こ
と
か
ら
天
皇
の
勅
願
寺

と
な
り
、
七
堂
伽
藍
が
整
え
ら
れ

と
な
り
、
七
堂
伽
藍
が
整
え
ら
れ

た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、弘
安
６
年（
１
２
８
３
）

ま
た
、弘
安
６
年（
１
２
８
３
）

に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
仏
教
説
話

に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
仏
教
説
話

集『
沙
石
集
』の
中
で

集『
沙
石
集
』の
中
で｢｢

美
濃
の
土

美
濃
の
土

岐
の
桜
堂
は
、
花
の
名
所
な
り

岐
の
桜
堂
は
、
花
の
名
所
な
り｣｣

と
の
記
載
が
あ
り
、
櫻
堂
薬
師
付

と
の
記
載
が
あ
り
、
櫻
堂
薬
師
付

近
は
桜
の
名
所
と
し
て
人
々
に
親

近
は
桜
の
名
所
と
し
て
人
々
に
親

し
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え

し
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え

ま
す
。

ま
す
。

開基より1200年　時を経て

 人々は再び櫻堂薬師へ
～特集　櫻堂薬師開基1200年～

①

櫻
堂
薬
師
を
守
り
伝
え
る
。
地
域
住
民
や
実
行
委
員
会
の
手
で

歴
史
あ
る
櫻
堂
薬
師
を
再
び
多
く
の
人
々
が
集
う
場
所
に
し
よ
う
と
、平
成

歴
史
あ
る
櫻
堂
薬
師
を
再
び
多
く
の
人
々
が
集
う
場
所
に
し
よ
う
と
、平
成
1919
年
の
仁
王
門
の
修
復
を
き
っ

年
の
仁
王
門
の
修
復
を
き
っ

か
け
に
、
地
域
住
民
を
中
心
と
し
て
櫻
堂
薬
師
１
２
０
０
年
祭
の
実
行
委
員
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

か
け
に
、
地
域
住
民
を
中
心
と
し
て
櫻
堂
薬
師
１
２
０
０
年
祭
の
実
行
委
員
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
は
多
く
の
方
の
協
力
を
得
て
、
櫻
堂
薬
師
を
徐
々
に
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
ま

実
行
委
員
会
は
多
く
の
方
の
協
力
を
得
て
、
櫻
堂
薬
師
を
徐
々
に
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
ま

で
も
櫻
堂
薬
師
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
実
行
委
員
会
は
夏
や
年
末
に
は

で
も
櫻
堂
薬
師
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
実
行
委
員
会
は
夏
や
年
末
に
は

手
作
り
の
灯
篭
や
大
き
な
か
が
り
火
な
ど
で「
灯
篭
ま
つ
り
」を
行
い
、
櫻
堂
薬
師
に
伝
わ
る
宝
物
を
公
開
し

手
作
り
の
灯
篭
や
大
き
な
か
が
り
火
な
ど
で「
灯
篭
ま
つ
り
」を
行
い
、
櫻
堂
薬
師
に
伝
わ
る
宝
物
を
公
開
し

た「
遺
宝
展
」も
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

た「
遺
宝
展
」も
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
最
近
の
発
掘
調
査
で
は
、
平
安
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
、
現
在
と
は
別
の
場
所
に
本
堂
が
存

ま
た
、
最
近
の
発
掘
調
査
で
は
、
平
安
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
、
現
在
と
は
別
の
場
所
に
本
堂
が
存

在
し
て
い
た
ら
し
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
調
査
を
続
け
る
こ
と
で
、
櫻
堂
薬
師
や

在
し
て
い
た
ら
し
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
調
査
を
続
け
る
こ
と
で
、
櫻
堂
薬
師
や

そ
の
周
辺
の
遺
跡
の
歴
史
的
価
値
が
広
く
一
般
に
認
知
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

そ
の
周
辺
の
遺
跡
の
歴
史
的
価
値
が
広
く
一
般
に
認
知
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

境
内
は
再
び
多
く
の
人
で
賑
わ
う

櫻
堂
薬
師
開
基
１
２
０
０
年
祭
は

櫻
堂
薬
師
開
基
１
２
０
０
年
祭
は
44
月月
66
〜〜

88
日
の
日
の
33
日
間
開
催
さ
れ
、
約
３
，０
０
０
人
が

日
間
開
催
さ
れ
、
約
３
，０
０
０
人
が

訪
れ
ま
し
た
。
祭
期
間
中
は
、

訪
れ
ま
し
た
。
祭
期
間
中
は
、
6060
年
に
年
に
11
度
し
度
し

か
開
扉
さ
れ
な
い
と
い
う「
秘
仏
薬
師
如
来
」が

か
開
扉
さ
れ
な
い
と
い
う「
秘
仏
薬
師
如
来
」が

特
別
に
公
開
さ
れ
、
太
鼓
の
演
奏
や
彫
刻
家
天

特
別
に
公
開
さ
れ
、
太
鼓
の
演
奏
や
彫
刻
家
天

野
裕
夫
さ
ん
の
記
念
オ
ブ
ジ
ェ
の
除
幕
、
大
般

野
裕
夫
さ
ん
の
記
念
オ
ブ
ジ
ェ
の
除
幕
、
大
般

若
会
や
稚
児
行
列
、
子
ど
も
御
輿
な
ど
数
多
く

若
会
や
稚
児
行
列
、
子
ど
も
御
輿
な
ど
数
多
く

の
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
、
境
内
は
全
盛
期
に
タ

の
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
、
境
内
は
全
盛
期
に
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
な
賑
わ
い
を
見

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
な
賑
わ
い
を
見

せ
ま
し
た
。

せ
ま
し
た
。

１
２
０
０
年
祭
初
日
の
朝

の
空
は
、
抜
け
る
よ
う
な
青

空
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
を
見
た
時
、「
あ
あ
、5
年

間
の
苦
労
が
報
わ
れ
る
な
あ
」

と
感
じ
、１
２
０
０
年
祭
の
成

功
を
確
信
し
ま
し
た
。
直
前

の
春
の
嵐
で
、
境
内
に
は
多
く
の
杉
の
葉
が
落
ち
ま
し
た
が
、
長

寿
会
の
皆
様
を
中
心
に
朝
か
ら
多
く
の
方
が
掃
除
を
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。素
晴
ら
し
さ
は
、櫻
堂
薬
師
だ
け
で
な
く
地
域
の
方
々

の
心
の
温
か
さ
に
も
あ
る
の
だ
な
と
再
確
認
し
た
思
い
で
す
。

８
１
２
年
の
開
基
よ
り
、
今
年
で
１
２
０
０
年
の
節
目
を
迎

え
ま
す
。
私
た
ち
が
こ
の
節
目
に
居
合
わ
せ
た
の
は
、
き
っ
か
け

に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
こ
の
１
２
０
０
年
祭
が
終
わ
っ
た
後
も
、
私
た

ち
の
手
で
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
文
化
遺
産
を
守
り
伝
え
、
後
世
に

残
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
想
い
を
皆
様
で
共
有
で

き
た
ら
、
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
櫻
堂
薬

師
を
盛
り
立
て
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
多
く
の
皆
様
に
、
改
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

櫻
堂
薬
師
開
基
１
２
０
０
年
を
迎
え
て

 

開
基
１
２
０
０
年
祭
実
行
委
員
長　

鷲
尾　
賢
一
郎

①地域住民に「桜山」の愛称で親①地域住民に「桜山」の愛称で親
しまれる本堂隣の里山の東屋しまれる本堂隣の里山の東屋
からの景色。土岐町を一望でからの景色。土岐町を一望で
き、春には桜が咲き乱れるき、春には桜が咲き乱れる

②オープニングは海外でも活躍②オープニングは海外でも活躍
している太鼓奏者、加藤拓三している太鼓奏者、加藤拓三
さんの演奏さんの演奏

③旧本堂があったとされる場所③旧本堂があったとされる場所
（現本堂隣の山中の広場）では、（現本堂隣の山中の広場）では、
発掘調査が行われた発掘調査が行われた

④本堂横に咲き誇るシダレザク④本堂横に咲き誇るシダレザク
ラのライトアップラのライトアップ

⑤釈迦の入滅を描いた「涅槃図」⑤釈迦の入滅を描いた「涅槃図」
をはじめ、多くの宝物が公開をはじめ、多くの宝物が公開
された遺宝展された遺宝展

⑥祭の2日前、実行委員によって⑥祭の2日前、実行委員によって
本堂からきなぁた瑞浪まで約本堂からきなぁた瑞浪まで約
600ｍに渡って「善の綱」が張ら600ｍに渡って「善の綱」が張ら
れたれた

⑦実行委員会の皆さん⑦実行委員会の皆さん

②
④

⑤

⑥

⑦

③



今年度は、「第５次総合計画の現状と地域の将来像」をテーマ
に開催します。
総合計画とは、長期的な展望に立ち、市のあるべき姿と進
むべき方向についての基本的な指針となるものであり、市の
さまざまな計画や施策の基本となるものです。
現在、瑞浪市では平成16年度から平成25年度を計画期間と
する第５次総合計画に取り組んでいます。この取り組みの現
状について皆さんにお知らせし、ご意見を伺います。
また、地域が抱える課題や将来像などについてお聞かせください。なお、お聞きしたご意見は、
平成26年度から始まる第６次総合計画の策定の基礎資料とします。
市民の皆さんの参加をお待ちしています。

「住民基本台帳法の一部を改正する法律」により、外国人住民の方も平成24年7月9日より住民基
本台帳法の適用対象となり、日本人と同様、住民票が作成されます。これに伴い、外国人登録制
度は廃止になります。
新制度対象の外国人の方を住民票に記載するにあたり、現在の外国人登録原票の情報を基に作
成した仮住民票を5月中旬に通知する予定ですので、内容のご確認をお願いいたします。

観光などの短期滞在者などを除いた、適法に3カ月を超えて在留する外国人
であって住所を有する方。
＊いままで外国人登録をしていた方でも、在留資格が短期滞在の方や法施行時
に在留資格がない方は住民票が作成されません。
＊本市から他市へ住所を移す場合、本市に転出届が必要となります。

「外国人登録証明書」は新制度開始後も引き続き有効ですが、一定期間後、
特別永住者の方は「特別永住者証明書」に、中長期在留者の方は「在留カード」
に切り替わります。
市民課窓口で行う手続きは住居地の届出のみで、旅券などの変更に伴う申
請や在留カードの交付申請などは入国管理局で行うこととなります。
なお、特別永住者証明書の記載内容の変更や交付申請などの窓口は、引き
続き市民課となります。

～外国人住民に関する制度が変わります～

◎問合せ　市民課　☎内線106

◎問合せ　企画政策課　☎内線332･345

■開催日程（各会場とも19:00～20:30の予定です）
月　日 地区名 会　場 月　日 地区名 会　場

5月21日（月）瑞浪（山田）地区 産業振興センター大会議室 6月21日（木） 稲 津 地 区 稲津公民館ホール
5月23日（水）瑞浪（小田）地区 瑞浪小学校会議室 6月25日（月） 釜 戸 地 区 釜戸公民館ホール
5月25日（金）瑞浪（寺河戸など）地区 総合文化センター講堂 6月27日（水） 大 湫 地 区 大湫公民館ホール
5月28日（月）土 岐 地 区 総合消防防災センター研修室 6月29日（金） 日 吉 地 区 日吉公民館ホール
5月30日（水）明 世 地 区 市民体育館研修室 ７月２日（月） 陶 地 区 陶 公 民 館 ホ ー ル

市民課

「地域懇談会～市長と語る会～」「地域懇談会～市長と語る会～」を開催しますを開催します平成24年度

適用対象となる外国人住民の方

在留カードおよび特別永住者証明書と申請窓口について

4平成24年5月1日

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！

新
年
度
を
迎
え
、
各
地
区
の
区

長
さ
ん
を
は
じ
め
、
役
員
さ
ん
も

決
ま
り
、
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
役
員
の
方
々
に
は
、
地

区
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
一
年
間
、

活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

私
は
各
地
区
の
区
長
会
へ
う
か

が
っ
て
、
新
年
度
予
算
お
よ
び
主

な
事
業
の
概
要
、
各
種
補
助
制
度
、

市
長
と
語
る
会
の
日
程
と
テ
ー

マ
、震
災
が
れ
き
の
受
け
入
れ
に

関
す
る
市
の
考
え
方
な
ど
の
ほ

か
、
中
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
も

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
て
、
市
で
は
少
子
化
に
伴
う

学
習
環
境
の
整
備
や
学
校
運
営
の

課
題
解
決
の
た
め
、
平
成
15
年
７

月
に
学
区
制
審
議
会
を
設
置
し
、

平
成
16
年
９
月
に
答
申
を
受
け
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
20
年
７
月

に
新
た
な
審
議
会
を
設
置
し
、
平

成
22
年
３
月
に
答
申
を
受
け
ま
し

た
。そ

の
答
申
を
も
と
に
、
一
年

間
か
け
て
説
明
会
を
開
催
し
、
多

く
の
ご
意
見
や
ご
提
言
を
い
た
だ

き
、
平
成
23
年
３
月
に
は
、
中
学

校
統
合
に
関
し
て
の
基
本
方
針
を

ま
と
め
ま
し
た
。

こ
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
、
今

年
の
４
月
ま
で
の
計
35
回
の
地
区

説
明
会
、
保
護
者
説
明
会
を
開
催

し
、
さ
ら
に
議
論
を
深
め
、
意
見

集
約
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
本
年
４
月
か
ら
は
、

新
た
な
中
学
校
統
合
の
取
り
組
み

と
し
て
、
新
中
学
校
単
位
に「
統

合
準
備
委
員
会
」を
組
織
す
る
と

と
も
に
教
育
委
員
会
事
務
局
内

に
も「
学
校
統
合
推
進
室
」を
設
置

し
、〝
説
明
会
〞か
ら〝
準
備
会
〞へ

次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
進
む
こ
と
と
い

た
し
ま
し
た
。

ど
う
か「
統
合
準
備
会
」に
積
極

的
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
よ
り

良
い
学
校
づ
く
り
に
ご
理
解
、
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

 

市
長　

水
野
光
二

｢

中
学
校
統
合
に
向
け
て

〝
説
明
会
〞か
ら〝
準
備
会
〞へ｣

広報みずなみ４月１日号に掲載した「ぎふ
清流国体･ぎふ清流大会炬火リレー」のリレー
走者を一般公募で募集します。メイン会場に
灯る炬火を、あなたの手でつないでみませんか？
●開催日時　平成24年7月29日（日）9時スタート
●募集コース
　①総合消防防災センター～桔梗幼児園（1.1㎞）
　②瑞浪中央公園～瑞浪市市民福祉センター（1.2㎞）
●募集人数 各コース10名　合計20名
 ※応募者多数の場合は抽選となります。
●応募要件 市内在住で、1㎞を10分程度で走れる小学5

年生以上の方（性別は問いません）
●応募締切 5月31日（木）
●応募方法 市役所1階ロビー・各コミュニティーセン

ター・総合文化センター・市民体育館に設置
の応募用紙に必要事項を記入の上、「郵送」
「FAX」「Eメール」「持参」のいずれかでお申し
込みください。応募用紙は、瑞浪市国体の
ホームページからもダウンロードできます。

◎応募・問合せ
〒509-6133 瑞浪市民体育館内国体推進室
ぎふ清流国体瑞浪市実行委員会事務局
☎  67-5020　FAX  67-5021
メール  kokutai@city.mizunami.lg.jp

私たちの住む瑞浪市のお宝を描いた「ギフ
とフラッグ」を制作するワークショップを開
催します。楽しい思い出づくりができるチャ
ンスです！ご応募お待ちしております。
「ギフとフラッグ」
住民から募集した各市町村ごとのお宝をシンボル
として描いた縦の大きさが人の背ぐらいの大きな旗。
出来たフラッグは炬火リレーのほか、ぎふ清流国体・
ぎふ清流大会の式典で使われ、岐阜の魅力を全国に
発信します。
●日　　時 6月21日（木）～24（日）10時～17時
●会　　場 瑞浪市民体育館　幼児体育室
●応募締切　6月7日（木）
●応募方法 市役所1階ロビー・各コミュニティーセン

ター・総合文化センター・市民体育館に設置
の応募用紙に必要事項を記入の上、「郵送」
「FAX」「Eメール」「持参」のいずれかでお申し
込みください。応募用紙は、岐阜県のホー
ムページからもダウンロードできます。

◎応募・問合せ
〒500-8076 岐阜市司町１番地（岐阜総合庁舎内）
GIFUTURE事務局
☎・FAX  050-214-7693
メール   info@gifuture.org

炬火リレー走者を募集します！

岐阜国体国体瑞浪 検 索検 索

『ギフとフラッグ』つくる人大募集！

5 広報みずなみ
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階
級
変
更
者

47
名

退　

団　

者

48
名

入　

団　

者

44
名

所
属
変
更
者

２
名

▲市長より団長の辞令を受ける大島忠
和新団長

平
成
24
年
度
瑞
浪
市
消
防
団
入
退
団
式
が
、
４
月
１
日
に
瑞
浪
中
央
公
園
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

永
き
に
わ
た
り
防
災
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
さ
れ
退
団
さ
れ
た
48
名
の
皆
さ
ん
、

本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
今
後
も
消
防
団
活
動
に
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
度
の
瑞
浪
市
消
防
団
は
、
新
た
に
大
島
忠
和
氏
が
団
長
に
就
任
し
、
44
名

の
入
団
者
を
迎
え
、
451
名
体
制
で
活
動
し
ま
す
。

ま
た
、
元
団
長
の
田
口
典
宏
氏
に
対
し
て
消
防
庁
長
官
か
ら
永
年
勤
続
功
労
賞

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
の
式
典
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
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こ
の
本
は
、
私
が
小
学
生
の
と
き
に
読
ん
だ
本

の
中
で
、
一
番
お
も
し
ろ
い
！
と
思
っ
た
本
で
す
。

直
人
と
研
人
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
子
ど
も
の

と
き
体
験
し
た
、
不
思
議
な
話
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。
不
思
議
な
ト
ン
ネ
ル
で
、
人
の
形
を
し

た
カ
エ
ル
の
子
と
会
っ
た
り
、竜
の
巣
に
入
っ

て
し
ま
い
、帰
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、

と
て
も
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
し
ま
す
。
面

白
い
本
な
の
で
、ぜ
ひ
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

『竜の巣』
富安陽子：著

福
寿
荘
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

福
寿
荘
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

手
づ
く
り
五
月
人
形
展

手
づ
く
り
五
月
人
形
展

５
月
２
日（
水
）〜

５
月
２
日（
水
）〜
3030
日（
水
）

日（
水
）

日
吉
町
の『
福
寿
荘
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
』へ
元
気
に
通
う
、
日
吉
・
大

湫
・
明
世
地
区
の
32
名
の
皆
さ
ん

の
力
作
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
一
環
で

「
生
き
が
い
を
持
っ
て
も
ら
え
た

ら
」と
、
週
に
一
回
、
一
ヵ
月
間

か
け
て
作
ら
れ
た
こ
の
人
形
は
、

『
さ
る
ぼ
ぼ
』を
ア
レ
ン
ジ
し
た
ア

イ
デ
ア
五

月
人
形
で

す
。
ど
う

ぞ
お
楽
し

み
に
。

5
月
の
ミ
ニ
展

「もう読まない本」家に眠っていませんか？
もう読まないけど、捨てるのはもったいない。そんな本や雑誌は、ぜひ図書
館に寄贈してください！
図書館では、小説や児童本、雑誌などの「読まなくなった本」を回収して蔵書にしたり「リサイクル

本」にしたりして活用しています。「リサイクル本」は図書館を利用してくださる方に無料で差し上げ
る本のことです。特に、夏に開催する「図書館まつり」ではたくさんの本をお持ち帰りいただけます。
皆さんのご協力をよろしくお願いします！

図書館職員が贈る　5月の特集本
太陽がリングのように見える日食『金環日食』を、本州で
は129年ぶりに５月21日（月）に見ることができます！

金環日食を観よう！宇宙を知ろう！
― 天文と太陽の本 ―

『トコトンやさしい 太陽の本』
山崎耕造／著 

　日食をきっかけに太陽について
知りたくなったあなたにおすすめ。
夢と神秘に満ちた太陽のしくみと
恩恵について、図解豊富にやさし
く紹介しています。「芸術、文化、
社会に見る太陽」という6つのコ
ラムも好奇心をくすぐります。

『メロスが見た星』
名博・えびなみつる／著

　天体は昔から人々を魅了してき
ました。文学作品にもたくさんの
星が登場しています。走るメロ
スの頭上に輝いた初夏の満天の
星。宮澤賢治が描く双子星……
　さまざまな物語に登場する星
を感じることができる1冊です。

★瑞浪市役所付近の最大食は朝7時32分頃。日食グラスなど適切な観察道具が必要です。誤った方法で見ると目を痛めたり失明したりする恐れがあります。

おやこ図書館教室
自然観察にいこう！
緑がきれいな季節になりました！
身近な瑞浪の自然を観察して、
遊びませんか？

日 に ち：5月20日（日）
時　　間：13時15分～
定　　員：親子15組
対　　象：小学1～3年生
申込締切：5月13日（日）
参 加 費：児童ひとりにつき200円

（資料代と保険料として）

◎申込・問合せ　市民図書館

う！
た！

職場体験学習生

玉
たま

本
もと

　望
のぞみ

さん
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kurashi no jyouhou guide

干ばつや貧困などで苦しむアフリカ諸国の人た
ちに毛布を送ります。ご協力をお願いします。
◆収集日　5月13日（日）10時～14時
◆場　所　ハートピア

陶コミュニティーセンター
稲津コミュニティーセンター

◆収集物 毛布（汚れたもの、破れたもの、綿毛布、
ベビー毛布はご遠慮ください）

◆協力費 海外輸送費として毛布一枚につき
1,000円のご協力をお願いします。

◎問合せ　アフリカへ毛布を送る運動推進委員会
☎ 090-5101-7914（小林）

◆時　間　8時30分～11時
◆対象者　40歳以上の希望者（要予約・定員あり）
◆料　金　個人負担 各500円
◆申込み　定員に限りがありますので、事前に電

話などで保健センターへご予約くださ
い。時間を調整します。

◎予約・問合せ　保健センター　☎ 67-2700

◆時　間　9時～11時、13時～15時
◆対象者　40歳以上の希望者（23年度の受診者は除く）
◆料　金　個人負担 1,000円
◆検診内容　問診・医師による視触診

乳房Ⅹ線撮影（マンモグラフィー）
◆申込み　定員に限りがありますので、事前に電話

などで保健センターへご予約ください。
＊☆印の日は骨密度検査（超音波法：個人負担500
円）も同時に実施します。

＊授乳中・生理前など、乳房の張った状態での検
診は避けてください。
＊市で実施する検診は２年に１回となります。
◎予約・問合せ　保健センター　☎ 67-2700

◆採用人員　１名
◆採用条件　26歳未満の獣医師免許取得者また

は取得見込者で、普通自動車免許取
得者

◆勤務内容　家畜診療業務および畜産行政
◆給　　与　瑞浪市職員給与に関する条例による
◆応募採用　随時
◎問 合 せ　秘書課　☎ 内線314

瑞浪市では、災害に対する正しい知識や技術を
取得した地域の防災リーダーを養成するため「瑞
浪市防災リーダー養成講座」を開催します。
なお、この講座を修了された方は「瑞浪市防災

リーダー」として認定されるとともに、日本防災
士機構が実施する防災士（※）資格取得試験の受験
資格が得られます。
※防災士とは災害に強い地域づくりに役立つ知識
や技術などを持っていると認められた方で、地
域や事業所などが行う防災活動の要となる方で
す。
◆日　　時 6月24日（日）・7月8日（日）・8月5日

（日）・19日（日）の計4日間
◆場　　所　総合消防防災センター
◆定　　員　50人程度（先着順）
◆受講資格　瑞浪市内に在住または在勤で、地域

の防災活動で活躍していただける方
で、可能な限り全期間受講可能な方

◆受 講 料　2,000円（全4回）
＊ただし、防災士資格取得試験には別途8,000円
が必要となります。
◆申込方法　市民協働課窓口または市ホームペー

ジにあります申込書に必要事項をご
記入のうえ、市民協働課までご送付
ください。

◆申込期限　5月31日（木）
◎問 合 せ　市民協働課　☎ 内線342

◆
瑞浪市獣医師募集

ば
アフリカへ毛布を送ろう！

健康
がん検診（胃・大腸・肺）

瑞浪市防災リーダー養成講座受講者募集

乳がん検診

期　　日 対象地区 場　　所

5月28日（月）
～

6月 1日（金）
稲津地区 稲津コミュニティー

センター

期　　日 場　　所
5月21日（月）

保健センター
5月27日（日）☆

8平成24年5月1日

情報ガイドの

◆日　時　5月20日（日）14時～16時
◆場　所　セラミックパークMINO

国際会議場（多治見市東町4-2-5）
◆演　題　｢親子じゃないけど家族です｣

～富山型デイサービスの実践～
◆講　師　阪井由佳子　氏

（NPO法人にぎやか理事長　理学療法士）
◆入場料　無料
◎問合せ　岐阜県立多治見病院リハビリテーション科

☎ 22-5311（内線3204）矢野・柴

職場の仲間、友達同士で、楽しく汗をかきませ
んか。
◆日　時　6月3日（日）8時40分～
◆場　所　市民体育館
◆種　目　①女子Ⅰ部（初心者・45歳以上のチーム）

②Ⅱ部（一般）
③混合Ⅰ部（初心者・男子のみ45歳以上）
④Ⅱ部（一般）

＊１チーム４名～８名
◆参加費　１チーム2,000円
◆申込締切　5月20日（日）17時まで
◎申込・問合せ　市民体育館　☎ 68-0747

豊かな自然に触れながら、鳥の声に耳を傾けて
みませんか。
◆日　時　
5月13日（日） 
9時30分～12時
◆場　所　
竜吟の森周辺
◆講　師
工藤和彦氏（日本野鳥の会会員）
工藤文江氏（日本野鳥の会会員）

◆対　象　家族・一般（定員20名）
◆参加費　100円
◆持ち物　双眼鏡・図鑑（若干数貸出可）
◆申込締切　5月12日（土）
＊事前申し込みが必要です。 
◎申込・問合せ　自然ふれあい館　☎ 63-0015

｢君の名は｣
偶然出会った真知子と春樹。数寄屋橋で半年後
の再会を約束し、名前も聞かず別れる二人…。
◆出　演　岸恵子・佐田啓二
◆日　時　5月4日（金・祝）

【1回目】10時～【2回目】14時～
◆会　費　300円（小学生未満無料）

もくもく会　木版画展
◆期　間　5月2日（水）～30日（水） 

フラダンス初歩講座
◆日　程　6月8日・22日、7月13日・27日

8月3日・24日、9月14日・28日
すべて金曜日（全８回）

◆講　師　小栗美智子　氏
◆時　間　19時～20時30分
◆受講料　全８回　4,000円
◆定員・対象　12名（女性限定）
◆持ち物　飲料水

Ｔシャツ・ジャージなどの動きやすい
服装

◎申込・問合せ　地域交流センター ｢ときわ｣ 
☎ 66-1282

催し
竜吟の森野鳥観察会

地域交流センター｢ときわ｣イベント案内
ときわ映画館

作品展示室

ときわチャレンジ講座

募集
インディアカ交流会参加者募集

団地名 所在地 形式 構造 募集数 建築年 家　賃 敷金

名　滝 土岐町 3K 簡２ 4 S49 入
居
さ
れ
る
方
す
べ
て
の
収

入
・
住
居
の
規
模
・
構
造
な
ど

に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

家
賃
の
3
カ
月
分

名　滝 土岐町 2DK 簡２ 1 S49

竜　吟 釜戸町 2K 簡平 1 S41

日　吉 日吉町 2DK 簡２ 1 S48

＊お問い合わせには、平成22・23年分の所得の分かる書
類をご用意ください。

市営住宅入居者募集
都市計画課　☎ 内線 249

※上記以外の入居者募集は行っていません。
応募資格 ◆市内に住所または勤務地があり、市税など

を滞納していない方
 ◆現在同居または同居しようとする親族があ

り、世帯を構成する方
 ◆現在住宅に困窮し、収入基準に適合する方
 ◆申込者または同居しようとする親族が暴力

団員でないこと
応募期間　5月1日（火）～15日（火）

◆
第16回岐阜県作業療法学会　市民公開講座
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福祉医療費助成制度は、乳幼児等･母子家庭等･父子家庭･重度心身障がい者･一部の精神障がい者の方
に、医療費の一部を助成する制度です。
助成対象に該当する方で、医療費の助成を受けていない方は、保険年金課で手続きをしてください。

この緊急システムは、現在気象庁が発信している｢緊急地震速報｣と同様のシステムで、
瑞浪市が災害などの発生時に、緊急情報を対象エリアにいる方へ配信することができる
もので、5月１日から運用を開始します。
瑞浪市から発信された情報は対象エリアにいる方の携帯電話に自動的に送信され、専用警告音ととも
にポップアップ表示されます。
このシステムは、申込不要で月額使用料のほか通信料や情報料も含め、一切無料ですが、瑞浪市民の
方であっても、対象エリア外にいる場合には配信されません。（一部システム非対応機種があります）
◆対象エリア　瑞浪市全域
◆配信される情報　｢土砂災害警戒情報｣｢避難準備情報｣｢避難勧告｣｢避難指示｣など
◆携帯各社のサービス名　ＮＴＴドコモ｢エリアメール｣
　　　　　　　　　　　　auおよびSoftBank｢緊急速報メール｣
 ◎問合せ　企画政策課危機管理係　☎内線331

瑞浪市による携帯電話およびスマートフォンへの
緊急速報システムの運用を開始します。

助成対象 助成額 助成方法 所得
制限

乳幼児等 ●出生（0歳）から義務教育終了まで

保険診療分
の自己負担
額
（高額療養
費を除く）

●県内の医療機関などでは、健康保険
証および福祉医療費受給者証の提示
により、保険診療にかかる自己負担
額が無料になります。

●県外の医療機関などでは、福祉医療
費受給者証は使用できません。医療
機関などの窓口で、自己負担分を支
払い、後日、保険年金課･各コミュニ
ティーセンターで払い戻しの手続き
をしてください。

＊持ち物
印鑑･健康保険証･福祉医療費受給者
証･医療費領収書･預金通帳

無

母子家庭
等の母お
よび児童

●母子家庭の母および18歳未満の児
童（18歳に達する年度末まで）

●父母のいない18歳未満の児童
　（18歳に達する年度末まで）

父子家庭
の父およ
び児童

●父子家庭の父および18歳未満の児
童（18歳に達する年度末まで）

重度心身
障がい者

●身体障害者手帳１～３級所持者
●同4級で戦傷病者手帳所持者
　（特別項症～第４項症）
●療育手帳A1･A2･B1所持者
●精神保健福祉手帳1･2級所持者

有

精神障が
い者

●自立支援医療受給者証（精神通院）
の交付を受けている方

●医療機関などの窓口で、自己負担分
を支払い、後日、保険年金課･各コミュ
ニティーセンターで払い戻しの手続
きをしてください。

＊持ち物
印鑑･健康保険証･自立支援医療受給
者証･医療費領収書･預金通帳

無

※平成24年10月から重度心身障がい者の助成対象を拡大します。詳細は後日、広報みずなみなどでお知らせします。

こんな時は届出を
①氏名、住所（市内転居）が変わった時･市外へ転出する時
②健康保険証が変わった時
③受給者証をなくしてしまった時

◎問合せ
　保険年金課　医療給付係
　☎内線113

福祉医療費助成制度のご案内福祉医療費助成制度のご案内

テムで、
できる

10平成24年5月1日

「結核は昔の病気」と思っていませんか？日本では1日に新しい患者が66人発生し、6人が命を落として
おり、結核は依然として最大の感染症です。また近年は結核に対する人々の関心が薄くなっている、薬
が効かない新しいタイプの結核が出てきているなど、結核はなかなか減りません。
予防には、①外から帰ったら手洗い・うがい。②免疫力を低下させない生活習慣（食事・運動・睡眠）を心
がける。③乳児は予防接種を行う。④検診で早期発見。があげられます。
今年も検診車が各地域をまわりますので、ご家族、ご近所、ご友人を誘って受診ください。
さぁ、結核検診の時期です！結核予防に年に1回検診（胸部レントゲン検査）を受けましょう！

【対象者…40歳以上（昭和48年4月1日以前に生まれた方）で職場や病院などで受ける機会のない方】

瑞浪市も結核が多い地域って、瑞浪市も結核が多い地域って、
ご存知ですか !?ご存知ですか !?

※結核検診案内送付希望者には受診票を郵送します。
（受診票がない方でも検診を受けていただくことはできます。当日受付します）
※検診は、肌シャツまたは無地のＴシャツだけで受診してください。
（プリント・刺しゅう・ボタンなどのあるものは避けてください）
※検診結果については、何らかの異常が認められた場合のみ通知します。
（受診日から1ヵ月以内に通知がない場合は、異常ありません）

月　日 場　　所 時　間

5月21日㈪
陶コミュニティーセンター 9：00～12：00
JAとうと陶支店 13：30～15：00

5月22日㈫
大川こま犬駐車場 9：30～10：30
サニーヒルズみずなみ 10：50～11：30
陶コミュニティーセンター 13：00～15：00

5月23日㈬
稲津コミュニティーセンター 9：00～11：30
保健センター 13：00～16：30

5月25日㈮

萩原消器庫（河原） 10：00～10：40
大草公民館 11：00～11：30
川折公民館 13：00～13：45
稲津コミュニティーセンター 14：00～15：00
学園台コミュニティーセンター 15：30～16：00

5月28日㈪
保健センター 9：00～12：00
小里羽広公民館 14：00～15：00
山の田２号公民館 15：15～16：00

6月1日㈮

和合公民館 9：00～ 9：45
山野内第一公民館 10：00～10：45
桜堂公民館 11：00～11：50
大久手農事改善センター 13：00～13：15
市原公民館 13：40～15：00
地域交流センターときわ 15：20～16：00

6月4日㈪

上山田公民館 9：00～ 9：45
新山田区民会館 10：00～10：30
明賀台集会所 10：40～11：30
小田コミュニティー消防センター 13：00～15：00

6月5日㈫

神徳公民館 9：00～ 9：20
論栃公民館 9：40～10：00
平山公民館 10：30～10：50
（釜戸）上平公民館 11：20～11：50
駅北分庁舎（駅裏） 13：30～14：20
高月会館 14：40～16：00

月　日 場　　所 時　間

6月6日㈬

半原公民館 8：50～ 9：30
（釜戸）宿公民館 9：40～10：20
大細公民館 10：40～10：55
上荻島公民館 11：10～11：30
下荻島公民館 11：40～12：00
釜戸コミュニティーセンター 13：30～15：30

6月12日㈫
町屋公民館 9：30～10：15
下沢公民館 10：30～11：30
保健センター 13：00～16：00

6月13日㈬

月吉公民館 10：00～11：00
（日吉）宿公民館 11：30～12：15
北野公民館 13：30～13：50
足又公民館 14：10～14：30
日吉小学校 15：00～15：45

6月21日㈭
栄町公会堂 9：00～10：30
下山田公民館 10：45～11：45
保健センター 13：00～16：00

6月22日㈮

平岩公民館 9：00～ 9：30
田高戸公民館 9：50～10：10
細久手公民館 10：30～10：50
深沢公民館 11：10～11：30
日吉コミュニティーセンター 13：00～14：20
常柄公民館 14：40～15：00 

6月28日㈭

戸狩区民会館 9：00～ 9：45
一日市場区民会館 10：00～11：00
秋葉組集会所 11：15～12：00
神田公民館 13：30～13：45
大湫コミュニティーセンター 14：00～14：20
木ノ暮公民館 15：00～15：45

6月29日㈮
紺屋原公民館 9：00～ 9：30
市民福祉センター（ハートピア） 10：00～11：30
保健センター 13：00～16：00

◎問合せ　保健センター　☎ 67-2700

予 防 に 勝 る 治 療 な し !!

結核検診
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◎申込・問合せ　保健センター　☎ 67-2700
乳幼児個別医療機関予防接種
種　類 対　象　者 接種方法

三種混合

百日せき
ジフテリア
破傷風

（1期初回・追加）

●1期初回（20～56日の間隔で3回接種）
　平成24年3月生まれ
●1期追加（1回接種）
　1年以上前に1期初回接種（3回）が終了している児
＊満7歳半未満で、まだ接種していない児も含みます。
＊百日せきにかかったことのある児は、保健センターま
でご連絡ください。

①5月21日（月）までに、申込み
ハガキを保健センターへ提
出してください。

②6月1日（金）以降に、希望し
た指定医療機関へ直接電話
で予約してください。

③予診票と母子健康手帳を持
参し、接種してください。

＊申し込まれた医療機関は変
更できません。

＊指定医療機関は｢瑞浪健康カ
レンダー｣ P.15をご覧くだ
さい。

＊満○歳未満とは、誕生日の
前々日までです。

麻しん・風しん
（第1期）

平成23年5月生まれ
＊満1歳～満2歳未満で、まだ接種していない児も含みます。
（麻しん・風しんにかかったことがある児も混合ワク
チンを接種できます）

日本脳炎
（1期初回・追加）

●１期初回（6～28日の間隔で2回接種）
　平成21年5月生まれ
●1期追加（1回接種）
　おおむね1年以上前に1期初回（2回）が終了している児

（　　　　）

＊満3歳以上小学3年生までで、1期が完了していない
児はお申し込みください。

紫外線のピークは
6月～8月！6月～8月！
家族みんなで
紫外線対策を。

もうすぐ、紫外線の量がピークを迎えようとしてい
ます。「真っ黒に日焼けしている子は健康的！」と言わ
れていたのは一昔前の話です。ではなぜ紫外線を浴び
ると良くないのでしょうか？

紫外線
の
影　響

Ａ波…皮膚の張りがなくなり、長期的に浴
びると皮膚が老化し、しわやシミ、
たるみの原因になります。

Ｂ波…日焼けで皮膚を赤くするのがB波。
しみや皮膚がんの原因となります。

子どもの
紫外線
対　策

生涯に浴びる紫外線量の半分は18歳までに浴びる
と言われていて、子どもの時に浴びた紫外線量が大人
になったときに影響してきます。

①帽子をかぶる、上着を着せる。（紫外線を浴びるのを防ぐ）

②子ども用の日焼け止めを塗る。（帽子や上着では防げない部分に使用する）

③外出時間に気をつける。（紫外線がピークとなる10～14時の外出を避ける）

子どもが自分で紫外線対策を行うのは難しいことです。10年後、20年後の子どもたち
の健康のためにも、周りの大人が子どもを紫外線から守ってあげましょう。

12平成24年5月1日

平成23年平成23年

生まれ生まれ
5月5月

もうすぐ1歳　平成23年6月・7月生まれの赤ちゃん募集！もうすぐ1歳　平成23年6月・7月生まれの赤ちゃん募集！
①氏名・ふりがな　②性別　③住所　④誕生日　⑤電話番号　を明記し、

写真と一緒に、次のいずれかの方法で送ってください。

締切り…【6月生まれ】5月8日（火）　【7月生まれ】6月7日（木）

●携帯電話・パソコンから　info@city.mizunami.lg.jp　へ

●郵送　〒509-6195　上平町1-1　瑞浪市役所「広報みずなみ」担当あて

●直接　市役所4階の「記者室」へ　◎問合せ　企画政策課　☎内線495

鈴
すず

木
き

　奏
かな

音
と

ちゃん
5月2日生　下沖町

♠

宮
みや

地
ち

　真
しん

汰
た

ちゃん
5月16日生　稲津町

♠

小
こ

島
じま

　広
ひろ

翔
と

ちゃん
5月4日生　南小田町

♠
間
ま

瀬
せ

　千
ち

晶
あき

ちゃん
5月4日生　土岐町

♠
中
なか

村
むら

　春
はる

仁
と

ちゃん
5月6日生　稲津町

♠

井
い

野
の

口
ぐち

礼
れ

音
おん

ちゃん
5月26日生　稲津町

♠

岩
いわ

島
しま

　蓮
れん

介
すけ

ちゃん
5月11日生　稲津町

♠
日
ひ

比
び

野
の

芽
め

依
い

ちゃん
5月11日生　山田町

♥

高
たかばたけ

畠優
ゆ

凛
り

子
こ

ちゃん
5月19日生　須野志町

♥
榊
さかきま

間風
か

乃
の

葉
は

ちゃん
5月24日生　樽上町

♥

美濃歌舞伎伝承教室生徒募集美濃歌舞伎伝承教室生徒募集
美濃歌舞伎は日本三大地歌舞伎の一つと呼ばれており、遠く江戸時代から岐阜県美濃地方で盛んに行わ
れ、300年の歴史を誇ります。教室では、この歴史ある歌舞伎と三味線演奏に取り組みます。
また、本年は歌舞伎県大会への出演が決まっており、大舞台での発
表会も予定しています。
◆対　象　小学４年生から中学3年生までの児童・生徒
◆開催日　毎月４回（夏休みには集中練習を実施します）
また、毎年8月と10月に上演の瑞浪市無形文化財に指定されている

「美濃歌舞伎公演」の参加者も募集しています。歌舞伎に興味のある方
であれば年齢、性別は問いません。公演までに延べ15日程度の練習
に参加していただきます。（日程は調整中）

◎申込･問合せ　ミュージアム中仙道　☎ 68-0505（担当　小栗）

▲昨年度の納涼歌舞伎のようす
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志多ら 志多ら 蒼の大地蒼の大地
今年スタートした志多らの新作｢蒼の大地｣が早くも

瑞浪で披露されます。
｢自然への畏怖の念｣ ｢いのちの奇跡と歓び｣など現代

の我々に強く問いかけてくる大地からのメッセージを、
和太鼓や篠笛に乗せて表現します。
◆日　時　7月1日（日）18時～（開場17時）
◆会　場　総合文化センター　文化ホール
◆入場料　一　　　般 3,000円
　　　　　高校生以下 2,500円

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

イ
ベ
ン
ト
情
報

全自由席

好評発売中
！

日　時　6月10日（日）14時～
場　所　総合文化センター　　定　員　30名
対　象　初心者から経験者までどなたでも
申　込　総合文化センター（電話可）

この映画は瑞浪市をはじめ、
東濃各地でロケが行われ、瑞浪
市民の方もエキストラとして出
演しています。

【あらすじ】
木こりの克彦(役所広司)が住む小さな山

村に突然、ゾンビ映画の撮影隊がやってき
た。ひょんなことから撮影を手伝うことに
なった克彦は強引な撮影スタッフと“使え
ない若いスタッフ”に爆発寸前。
一方、新人監督の幸一（小栗旬）は現場を

まとめきれず、パニック寸前。
偶然出会った60歳の木こりと25歳の映

画監督は、最初は互いに距離を置くが、克
彦は撮影を通じて映画の面白さに気づき、
幸一は克彦と接することで本来の自分らし
さを取り戻していく…。

～ファミリー映画館～

キツツキと雨
出演/役所広司・小栗旬ほか

5月5日（土・祝）
13時30分～（開場13時）

総合文化センター
一　般　800円
高校生　500円
中学生以下無料

期　日

会　場

入場料

14平成24年5月1日
瑞浪市総合文化センター　〒509-6101　瑞浪市土岐町7267-4
☎ 68-5281　FAX 68-5283　メール shogai@city.mizunami.lg.jp

着付け教室
～着物を気軽に着てみませんか～
夏祭りシーズンを前に、浴衣の着こなしからス

タートし、7回の教室で正しく美しく着られるよう
に指導します。
◆日　時　6月8日・15日・22日・29日、7月6日

13日・20日　全7回（すべて金曜日）　
19時～21時

◆場　所　総合文化センター　和室
◆講　師　永井良子　先生（沼田玲子貴装学院）
◆受講料　1,000円（全7回）
◆定　員　15名（先着順）
◆申　込　5月5日（土・祝）
　　　　　8時30分～（電話可）

5月5月  の催し物の催し物

今回の市民参加型コンサートは、脚本あおい英斗、
作曲なかむらたかしによるミュージカル『本能寺が
燃える』（指揮・中村貴志、管弦楽・瑞浪市民交響楽団）
を上演します。
この上演にともない、参加者を募集します。

【キャスト】
◆募集内容
①帰蝶（濃姫）……ソプラノ
②南光坊天海……バス
③斉藤道三………バリトン
◆オーディション開催日　7月22日（日）14時
◆応募締切　7月13日（金）＊当日消印有効
◆参加資格
東濃地区5市出身または在住・在勤・在学の方
＊オーディションでは、指定の楽曲を歌唱していた
だきます。
＊決定者につきましては、本番のほか指定のリハー
サルにご参加いただきます。
＊決定者には、規定の出演料をお支払いいたします。
＊なお、主役の明智光秀役には安冨泰一郎さん（テ
ノール）、織田信長役には大川信之さん（テノール）
が決定しています。

【合唱団員】
今回の市民参加型コンサートでは、併せてバック

の合唱団員を募集します。
ご希望の方は、瑞浪市総合文化センターまでお申

込ください。練習は、8月から月2～3回程度の予定
です。
◆発会式　8月5日（日）14時　
◆参加費　1,000円（楽譜代別）
また、左記のキャストのほか、木下藤吉郎（テノー

ル）、徳川家康（バリトン）、足利義満（テノール）な
どについて、合唱団員応募者から選定します。
◎申込･問合せ
キャストおよび合唱団員の申し込みについては総

合文化センターへお問い合わせください。

中央公民館講座中央公民館講座

みずなみニューイヤーコンサート2013みずなみニューイヤーコンサート2013
ミュージカル『本能寺が燃える』参加者募集ミュージカル『本能寺が燃える』参加者募集

日　　時 催　し　物 会　場 問　合　せ

5月11日（金）～13日（日）
9時～17時（13日は16時まで）

第46回　瑞美展 展示室
小木曽由雄
☎ 67-0882

5月13日（日）
13時30分～14時

第7回瑞陵ジュニアブラスバンド
クラブ定期演奏会

文化ホール
加藤
☎ 68-4354

5月20日（日）
12時30分～(開場12時)

かやの木芸術舞踊学園
舞踊ゆきこま会第42回発表会

文化ホール
舞踊ゆきこま会事務局
☎ 0573-65-3702

6月2日（土）～3日(日)
9時～17時（3日は16時まで）

東濃山草会　「山野草の展示会」 展示室
関下靖智
☎ 67-2249
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先人が育んだ文化を身体で感じて先人が育んだ文化を身体で感じて

意識の高さを感じる式でした意識の高さを感じる式でした

甘さや柔らかさなど、お好みに合わせて甘さや柔らかさなど、お好みに合わせて

わたしたちと一緒に歌って踊ろう！わたしたちと一緒に歌って踊ろう！

市に伝わる伝統芸能である地歌舞伎を学ぶ
「子どものための美濃歌舞伎伝承教室」の成果
発表会が、明世町のミュージアム中仙道で開催
されました。
日吉中学校や瑞浪小学校などの生徒や児童

が、1年間学んできた浄瑠璃三味線などを披露
すると、会場からは大きな拍手が送られました。

瑞浪市の成人式が、全国の優れた成人式を
表彰する「第12回成人式大賞」で、6年連続と
なる優秀賞を受賞しました。
この日は、成人式実行委員会が市役所を訪れ、
水野市長に喜びを報告しました。市長からねぎ
らいの言葉をかけられると、「実行委員をやって
良かったです」と笑顔で答えていました。

大湫公民館で、からすみとげんこつ作り教
室が開催されました。
講師の「恵那の味伝承会」会長の露木淳子さ

んは、「こういう料理は、家庭の味がある。今
回は基本を教えるので、家でいろいろアレン
ジしてみて」と伝え、参加した20名の生徒は相
談しながら料理を完成させていました。

「ＭＪＣみずなみ少年少女合唱団」による
ミュージカルが、総合文化センターで行われ
ました。
団員はおそろいの衣装をまとい、日ごろの

練習風景をミュージカルに仕立てて「愛をあり
がとう」など6曲を踊りと歌で表現しました。

声を合わせて、初公演声を合わせて、初公演

全国に誇れる成人式全国に誇れる成人式

からすみ・げんこつ、家庭の味からすみ・げんこつ、家庭の味

地元文化を学び受け継ぐ地元文化を学び受け継ぐ

3月31日

3月28日

3月25日

まちかどまちかど写 真 館

4月2日
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